
新しいオートモール床
オートメーカーG販社

600T

商業・流通事業者 500T

東京都の
アピール床
100T

―新しい小時代を牽引の 稼げる「東京プラザ（仮称）」 拠点（物販・サービス）計画

「超党派政策会合」
試案作製： 鈴木浩二 総合プロデューサー

顧問： 石原信雄 元官房副長官

Revised in Jan. 2017 / Dec. 2016  取扱注意

試案

－1980-85年にみる、規模は小さくても
大きなビジネス潮流を起こし、
大きな財産となった拠点を検討。

－チャレンジ床による改革
追求テーマをもって拠点運営。
“商業・流通×製造改革床”
＝新しい拠点、成果物づくり をめざす。

プロデューサーズ・オフィス

役割：
新商品開発、店舗運営、
東京都との生活・文化発信等への
検討チーム（随時協議）

人員計画（案） ：
東京都 1名（財団開設時より）
オートメーカー販社 5名
各チャネルより1名

商業・流通事業者 2名
運営店舗 1名
エリアマネジャー 1名

エンターテインメント 2名

高度技術の導入と成果物開発。
各拠点内での10%床計画を目指す。

レガシー・メモリアル

店舗－1 (100T)
小売×レジャー×食品メーカー×ホーム&クラフト

店舗－２ (100T)
小売×放送・通信×オートメーカー
×エンターテインメントメーカー

店舗－３ (100T)
小売×化粧品メーカー×衣料メーカー（女性）

店舗－４ (100T)
小売×エンターテインメントメーカー×スポーツメーカー×キッズ

店舗－５ (100T)
小売×飲料メーカー×衣料メーカー（新素材）

制作スタジオ

ショウビジネス
新しいエンターテインメント床

300T

首都圏・東京を牽引する
新しい開発床

F／S -1案

●車販売 年商９７億
新車販売
２３０台／月×３００万＝ ６.９億/月

他、サービス入庫、部品・サービス販売・取次

F／S -2案

●車販売 年商３６億
新車販売
１００台／月×３００万＝ ３億/月

F／S -1案

●物販・サービス事業 年商２０億
５００Ｔ×４００万／年坪

F／S -2案

●物販・サービス事業 年商１５億
５００Ｔ×３００万／年坪

F／S -1案

●エンターテインメント事業 年１２億
３００Ｔ×４００万／年坪 （物販含む）

F／S -2案

●エンターテインメント事業 年3.6億
３００Ｔ×１２０万／年坪 （物販含まず）

F／S -1案、2案

●東京都インフォマーシャル 年２億

20T

20T

20T

20T

20T

2020東京五輪の成功に向けた――

「東京の顔出しと 東京から始まる新しい小時代づくりのための
東京プロジェクト（「東京プラザ（仮称）」他） の具体化計画」

作業部会資料 （2016年12月14日） 改訂

1500坪例


